
第３問 （必答問題）（配点 ２２）

 関数 F（x）＝ �
�

�

t（ t－�）dtについて考える。

F′（x）＝ x２－ ア x

である。

x＝ イ のとき，F（x）は極大値 ウ をとる。

x＝ エ のとき，F（x）は極小値
オカ

キ
をとる。

 x≧�のとき，関数 G（x）＝ �
�

�

�t（ t－�）�dtのグラフの概形を考えよう。

� t（ t－�）≦�を満たす tの値の範囲は�≦ t≦�であり，t（ t－�）≧�を満

たす tの値の範囲は t≦�，�≦ tである。よって

�≦ t≦�のとき �t（ t－�）�＝ ク

t≦�，�≦ tのとき �t（ t－�）�＝ ケ

である。

ク ， ケ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� t（ t－�） � t（ t＋�）

� － t（ t－�） � － t（ t＋�）

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ

― １４ ― （２７０４―１４）





























































































































































































































































� �により，G（x）をの F（x）を用いて表すと

�≦ x≦�のとき

G（x）＝ �
�

�

コ dt＝ サ

�≦ xのとき

G（x）＝ �
�

�

コ dt＋ �
�

�

シ dt＝ ス

である。

コ ， シ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� t（ t－�） � t（ t＋�）

� ｛－ t（ t－�）｝ 	 ｛－t（ t＋�）｝

サ ， ス の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� F（x）－ 

� � － F（x）－ 
� � F（x）＋ 


�

	 － F（x）＋ 

� � F（x）－ 
� � － F（x）－ 


�

� F（x）＋ 

� � － F（x）＋ 
� � F（x）

� － F（x）

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ

― １５ ― （２７０４―１５）



































































































































































































































� �により，関数 y＝ G（x）のグラフの概形は セ である。

セ については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。
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（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ

― １６ ― （２７０４―１６）













































































































































































 α，βは α＜ βを満たす定数とする。x≧ αのとき，次の関数 H（x）について考

える。

H（x）＝�
�

�

�（ t－ α）（ t－ β）�dt－ �
�

�

（ t－ α）（ t－ β）dt

H（x）の値が xの値によらず一定となるような xの値の範囲は ソ であ

る。 ソ における H（x）の値は タ に等しい。

ソ の解答群

� α≦ x≦ α＋ β
� � ３α＋ β

� ≦ x≦ α＋３β
�

� α＋ β
� ≦ x≦ β � β≦ x

タ の解答群

� �

� 関数 y＝（x－ α）（x－ β）のグラフと x軸で囲まれた図形の面積

� 関数 y＝（x－ α）（x－ β）のグラフと x軸で囲まれた図形の面積の�倍

� 関数 y＝（x－ α）（x－ β）のグラフと x軸で囲まれた図形の面積の

	
� 倍


 関数 y＝（x－ α）（x－ β）のグラフと x軸で囲まれた図形の面積の

－ 	
� 倍

� 関数 y＝（x－ α）（x－ β）のグラフと x軸で囲まれた図形の面積の

－	倍

� 関数 y＝（x－ α）（x－ β）のグラフと x軸で囲まれた図形の面積の

－�倍

数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ

― １７ ― （２７０４―１７）






































































































































































































































































































































































